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一�

　
個
人
情
報
保
護
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

つ
い
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
個
人
情
報
保
護
法
）
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
令
和
２

年
６
月
12
日
に
公
布
さ
れ
た
。
改
正

法
は
、
原
則
と
し
て
公
布
の
日
か
ら

２
年
以
内
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
。

　

平
成
27
年
改
正
で
は
「
３
年
ご
と

見
直
し
」
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
個
人
情
報
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
、
技
術
革
新
を

踏
ま
え
た
保
護
と
利
活
用
の
バ
ラ
ン

ス
、
越
境
デ
ー
タ
の
流
通
増
大
に
伴

う
新
た
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応
等
の
観

点
か
ら
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

１　
個
人
の
権
利
の
あ
り
方

　

⑴　

利
用
停
止
・
消
去
等
の
個
人

の
請
求
権
に
つ
い
て
、
不
正
取
得
等

の
一
部
の
法
違
反
の
場
合
に
加
え

て
、
個
人
の
権
利
ま
た
は
正
当
な
利

益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

⑵　

保
有
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
方

法
に
つ
い
て
、
現
在
は
書
面
交
付
が

原
則
と
さ
れ
る
が
、
電
磁
的
記
録
の

提
供
に
よ
る
方
法
を
含
め
て
、
本
人

が
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

⑶　

個
人
デ
ー
タ
の
授
受
に
関
す

る
第
三
者
提
供
記
録
に
つ
い
て
、
本

人
が
開
示
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

⑷　

６
ヵ
月
以
内
に
消
去
す
る
短

期
保
存
デ
ー
タ
も
保
有
個
人
デ
ー
タ

に
含
め
る
こ
と
と
し
、
開
示
、
利
用

停
止
等
の
対
象
と
さ
れ
る
。

　

⑸　

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
り
第
三

者
に
提
供
で
き
る
個
人
デ
ー
タ
の
範

囲
を
限
定
し
、
要
配
慮
個
人
情
報
に

加
え
て
、
不
正
取
得
さ
れ
た
個
人

デ
ー
タ
や
、
他
の
個
人
情
報
取
扱
事

業
者
か
ら
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
り
提

供
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も

対
象
外
と
さ
れ
る
。

２�　
事
業
者
の
守
る
べ
き
責
務

の
あ
り
方

　

⑴　

漏
え
い
等
が
発
生
し
、
個
人

の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
大

き
い
場
合
に
は
、
個
人
情
報
保
護
委

員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」
と
い
う
）

へ
の
報
告
お
よ
び
本
人
へ
の
通
知
が

　
令
和
２
年
１
月
20
日
召
集
の
第
２
０
１
回
通
常
国
会
は
、
同
年
６
月
17
日

に
会
期
が
終
了
し
、
各
種
法
律
の
制
定
、
改
正
が
な
さ
れ
た
。
金
融
機
関
の

業
務
に
関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
も
、
そ
の
改
正
法
が
成
立
し
た
が
、
本
誌

面
で
は
、
主
な
法
律
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
略
を
報
告
す
る
。
な
お
、
誌
面

の
関
係
上
、
詳
細
な
内
容
は
各
法
律
を
直
接
参
照
さ
れ
た
い
。

２
０
２
０
年
通
常
国
会
成
立
の

金
融
関
係
法
の
概
要

河野･川村･曽我法律事務所 弁護士
川村 英二　 古澤 陽介
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 暴力団離脱者の預金口座開設
の問題について

③　金融機関役職員に聴く
　〜暴力団離脱者の口座開設（上）

座談会

　　　暴力団離脱支援プロジェクトチーム

本
稿
は
、
本
誌
８
５
９
号
18
～
28
頁
「
暴
力
団
離
脱
者
の
預
金
口
座
開

設
の
問
題
に
つ
い
て
」（
櫻
榮
茂
樹
「
①
暴
力
団
離
脱
者
の
支
援
と
そ
の

預
金
口
座
開
設
に
つ
い
て
」、
お
よ
び
、
暴
力
団
離
脱
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
「
②
継
続
就
業
証
明
書
と
『
離
脱
評
価
に
繋
が
る
情
報
』
の
情

報
提
供
」）
を
受
け
て
、
預
金
取
扱
等
金
融
機
関
の
普
通
預
金
口
座
開
設

実
務
お
よ
び
反
社
会
的
勢
力
対
応
実
務
に
従
事
す
る
方
々
の
生
の
声
を
、

い
わ
ゆ
る
「
匿
名
座
談
会
」
形
式
で
伝
え
る
論
稿
で
あ
る
。

本
来
、
座
談
会
に
参
加
し
た
者
の
氏
名
、
所
属
組
織
等
を
明
ら
か
に
す

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
テ
ー
マ
の
性
質
上
、
で
き
る
だ
け
実
務
に
即
し

た
問
題
意
識
と
課
題
を
伝
え
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
、出
席
者
の
属
性
を

伏
し
た
座
談
会
形
式
の
論
稿
と
い
う
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

な
ら
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
下
で
あ
っ
た
こ
と

等
に
鑑
み
、
暴
力
団
離
脱
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
聴
取
を

ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
後
記
メ
ン
バ
ー
が
一
同
に
集
結
し
て

の
座
談
会
を
開
催
し
た
も
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
を
活

用
し
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
テ
ー
マ
に
携
わ
る
方
々
か
ら
の
多
く
の
ご
感
想
・
ご
意
見
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
筆
者
ら
が
現
に
所
属
し
、
ま
た
は
過
去
に
所
属
し
た

法
律
事
務
所
、
弁
護
士
会
そ
の
他
の
組
織
・
団
体
の
見
解
で
は
な
い
こ
と

を
、
念
の
た
め
申
し
添
え
る
。
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は
じ
め
に

平
成
22
年
度
に
公
布
さ
れ
た
６
次

産
業
化
・
地
産
地
消
法
（
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る

新
事
業
の
創
出
等
お
よ
び
地
域
の
農

林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法

律
）
の
下
で
農
林
漁
業
の
６
次
産
業

化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
近
時
大
き

く
変
動
し
、
後
継
者
不
足
へ
の
対
応

や
農
地
の
集
約
化
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
る
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た

計
測
機
器
、
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

ド
ロ
ー
ン
、
農
業
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
新

技
術
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
に
つ
い
て
頻
繁
に
報
道
が
な
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
問
題
に
起
因
す
る
消
費

者
傾
向
お
よ
び
流
通
形
態
の
変
動

や
、
昨
今
欧
米
を
中
心
に
急
激
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

エ
シ
カ
ル
消
費
等
の
消
費
文
化
の
変

動
に
つ
い
て
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、農
業
界（
お
よ
び
食
産
業
界
）は
、

他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
や
既
存
の

枠
組
を
超
え
た
新
た
な
連
携
の
時
代

を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
法
制
面
に
つ
い

て
は
、
複
数
回
の
改
正
を
経
て
も
な

お
、
農
作
業
を
行
う
者
が
農
地
保
有

者
と
な
る
べ
き
と
い
う
農
地
法
上
の

伝
統
的
ポ
リ
シ
ー
が
維
持
さ
れ
た
う

え
で
、産
業
の
各
プ
ロ
セ
ス
（
生
産
、

消
費
・
安
全
、
経
営
、
技
術
、
振
興
・

産
業
支
援
等
）
と
各
農
作
物
（
米
穀
、

野
菜
、
果
樹
、
家
畜
等
）
ご
と
に
細

分
化
し
た
法
令
が
累
積
し
て
制
定
さ

れ
、
ま
た
各
種
許
認
可
を
付
与
す
る

当
局
の
見
解
や
実
務
運
用
等
が
地
域

ご
と
に
異
な
る
な
ど
、
農
業
に
新
規

参
入
す
る
場
合
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
や
リ
ー
ガ
ル
リ
ス
ク
を
総
合

的
・
横
断
的
に
把
握
・
予
測
す
る
こ

と
は
き
わ
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る

と
の
実
態
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
農

企
業
へ
の
投
融
資
を
行
う
金
融
機
関

に
と
っ
て
も
、
事
業
性
・
リ
ス
ク
評

価
を
困
難
に
さ
せ
、
結
果
的
に
、
農

業
特
有
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
と
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
全
４
回
に

わ
た
り
、
主
に
金
融
機
関
が
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
に
投
融
資
を
行
う
に
あ
た
り

留
意
す
べ
き
実
務
お
よ
び
法
務
に
関

金融機関による

アグリビジネス投融資に関する

法務面からの考察

西村あさひ法律事務所
パートナー弁護士
杉山 泰成

弁護士
片桐 秀樹

第１回 アグリビジネスに対する
投融資の基本的性格
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本
連
載
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
形
式
で
現
在
の
日
本
の
事
業
再
生
手
続
き
の
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
、
後
段
の
ポ
イ
ン
ト
で
理
論
的
な
解
説
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
登
場
す
る
人
物
、
団
体
、
名
称
等
は
す
べ
て
架
空

で
あ
り
、
実
在
の
も
の
と
は
関
係
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

今
月
の
概
要

エ
ピ
ソ
ー
ド
１
で
は
、
借
入
人
の
破
産
時
に
お
け
る
債
権
担
保
か
ら
の
回

収
場
面
に
お
い
て
、
担
保
権
実
行
後
に
第
三
債
務
者
が
、
担
保
権
者
で
は
な

く
、
譲
渡
人
で
あ
る
借
入
人
に
売
掛
債
権
を
支
払
っ
た
場
合
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
と
り
あ
げ
る
。
令
和
２
年
４
月
の
債
権
法
改
正
に
よ
り
有
効
と
な
っ

た
譲
渡
制
限
特
約
付
債
権
の
場
合
に
つ
い
て
も
、後
記
「
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
」

で
考
察
す
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

東
京
産
業
銀
行
事
業
再
生
部
の
前
園
学
は
、
雑
貨
卸
売
業
者
の
日
本
橋
商

会
株
式
会
社
の
破
産
管
財
人
で
あ
る
大
宮
新
治
弁
護
士
と
弁
護
士
事
務
所
の

一
室
で
向
か
い
合
っ
て
い
た
。

同
社
は
、
近
年
の
競
争
激
化
か
ら
減
収
基
調
に
あ
り
、
２
０
１
９
年
の
消

費
税
増
税
に
よ
り
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
小
売
店
の
店
舗
の
休
業
が
相
次
ぎ
、
小
売
業

者
へ
の
売
上
が
全
く
立
た
ず
、
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
格
好
だ
。

メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
地
銀
の
関
東
第
一
銀
行
で
、
東
京
産
業
銀
行
は
準
メ
イ

ン
の
位
置
付
け
に
あ
っ
た
。
日
本
橋
商
会
は
、
元
々
、
神
田
支
店
の
融
資
先

で
あ
っ
た
が
業
況
の
悪
化
に
伴
い
、
２
年
前
に
事
業
再
生
部
に
移
管
さ
れ
、

そ
れ
以
来
前
園
が
担
当
し
て
い
た
。
移
管
後
に
、
神
田
支
店
の
無
担
保
融
資

１
億
円
を
、
売
掛
債
権
を
担
保
（
債
権
譲
渡
登
記
）
に
し
て
２
億
円
で
増
額

リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
、
無
担
保
融
資
を
担
保
付
き
に
変
え
る
代
わ
り
に
必
要

事業再生、私的・法的整理の知識

株式会社ゴードン・ブラザーズ・ジャパン
シニアマネージングディレクター 執行役員　堀内 秀晃

ほりうち・ひであき● 1987 年京都大学経済学部卒。同
年住友銀行（現三井住友銀行）入行。91 年から 05 年ま
で同行ＮＹ拠点に勤務。与信審査部門を経て不良債権処
理部門のヘッドとして多数の法的・私的整理案件に携わ
るとともに、ＤＩＰファイナンスやＥｘｉｔファイナン
スといった事業再生ファイナンスを多数手掛ける。その
後 07 年よりＧＥキャピタルにて、ＡＢＬならびに事業
再生融資に従事したのち、15 年にゴードン・ブラザーズ・
ジャパンに入社。現在に至る。

エピソード１：債権譲渡担保を巡る攻防

から理解するStory
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は
じ
め
に

令
和
の
融
資
を
語
る
前
に
、
昭
和

か
ら
平
成
に
か
け
て
の
融
資
を
大
ま

か
に
振
り
返
る
。
な
ぜ
な
ら
令
和
の

融
資
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
特
に
融
資
は
時
代
が
変

わ
っ
て
も
不
変
の
考
え
方
と
各
時
代

の
金
融
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
て
い

く
考
え
方
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
昭
和
か
ら
平
成
を
振
り
返
る

こ
と
は
、
令
和
の
融
資
を
展
望
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
。た
だ
し
こ
の
部

分
は
、
筆
者
の
経
験
に
よ
る
主
観
が

大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、お
許
し
願
い
た
い（
図
表
）。

次
い
で
営
業
店
に
お
け
る
融
資
業

務
を
、
売
上
（
収
益
）、
信
用
創
造
、

基
本
原
則
、
流
れ
、
資
金
使
途
の
側

面
か
ら
解
説
す
る
。

一�

　
過
去
の
経
済
状
況
と

融
資

１　

昭
和
時
代
の
後
期

昭
和
時
代
、
経
済
状
況
は
高
度
成

長
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
突
入
へ
と
右
肩

上
が
り
の
状
況
で
あ
っ
た
。
融
資
審

査
で
は
決
算
分
析
が
幅
を
利
か
せ
て

お
り
、
電
卓
を
叩
い
て
ひ
た
す
ら
決

算
分
析
を
し
た
。
融
資
に
あ
た
っ
て

は
、
で
き
る
限
り
リ
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営業店のための

令和の融資

飛騨信用組合 理事長　黒木 正人

くろき・まさと●大学卒業後、十六銀行に入行。同
行にて事業支援部部長その後、十六信用保証株式会
社常務取締役を経て現在に至る。主な著書として「担
保不動産の任意売却マニュアル」等がある。融資を
中心とした豊富な業務経験に基づいた執筆に定評が
ある。

第１回：融資業務とはどんな業務か

【図表】昭和から令和の主なできごと
昭和の融資 平成の融資 令和の融資の始まり

経済 高度成長・バブル バブル崩壊・金融危機・経済危機 コロナ禍

審査 決算分析 金融円滑化による条件変更・事業性評価 スピード

保全 不動産担保・保証協会 ABL・危機関連対応保証 ゼロゼロ融資

保証 包括根保証・第三者保証 民法改正・第三者保証なし・経営者保証 GL 債権法改正

回収 仮差押えなど伝統的回収手法 バルクセール・事業再生・債権放棄 回収経験なし

監督 大蔵省検査 金融庁検査・金融検査マニュアル 検査マニュアル廃止
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